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出す乙とを目的とし，第 I 編 5 章と第 H編 4 章および総括で構成されている。

























総括では，第 I 編および第 H編の主要な研究結果をまとめて述べている。
論文の審査結果の要旨
機械加工の高能率化の障害となる諸現象のなかでも，その予測や制御が最も困難なものの一つに，加工
システムの自励振動の一種である再生びびり現象があり，高信頼性加工システム構築のために工学的解明
が特に要望されている。
本研究は，再生びびり現象に関し新しい解釈のもとに理論を展開し，それを詳細な実験によって検討し
更にいくつかの実用的応用にまで発展させたもので，特i乙次の諸点が注目される。
1) 動的切削力の発生機構に明快で新しい物理的解釈を与えている。
2) それをもとにした新しいびびり理論によって乙れまで説明できなかった諸現象の解釈を行い，また有
効なびびり抑制法を開発している。
3) 動的切削力の発生機構を研削加工にも拡張し，それをもとにした理論と実験により研削におけるびび
り抑制に関し見通しのよい指針を与えている。
以上のように本論文は機械加工の高能率化を行う上で，最も重要なびびり現象の理解と制御に関し学術
的並びに実用的に有用な多くの来欣目見を得ており，切削工学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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